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紛争地の子どもたち エリザベス・レアードの本
既５巻/揃本体7,750円+税  評論社  中学教科書
●小学中級・上級　●中学　●教師・PTA
●国語　NDC933 別刷注文書81頁

既刊世界一のランナー／はるかな旅の向こうに／ ロング ぼくたちの砦／路上のヒーロー
たち／戦場のオレンジ

●紛争の地に生きる子どもたちを描く
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60余年もの長く地道な活動を継続し「ノーベル平和賞」を受賞し
た、日本被団協。核兵器廃絶を求める署名を国連に届ける活動を続
けてきた「高校生平和大使」。時代が変わっても失ってはいけな
いもの、伝え継がなくてはいけないものを私たちに教えてくれまし
た。平和教育を学校図書館から。未だに続く戦争・紛争の終結を。

●NCLの会

時代が変わっても　伝え継ごう

▲『まどうてくれ』（旬報社・15ページ掲載『NCLオリジナル　平和
と戦争を考える本2025』）日本被団協の初代事務局長として被
爆者運動、原水爆禁止運動に貢献した藤居平一の生涯とその
時代を描く感動の物語。「まどうてくれ」（償ってくれ、元に戻して
くれ）という、被爆者の願いをかなえようと起ち上がった藤居平
一。若い世代も被爆者の苦しみと日本被団協の歴史がわかる。

戦争がわたしたちを見つめている 戦争文学セレクション

戦争と平和を考える絵本

ケストナーの戦争日記 1941－1945

戦争にかかわる読み物
全３巻/揃本体5,400円+税  汐文社

全５巻/揃本体6,800円+税  評論社  小学教科書

全１巻/本体4,600円+税  岩波書店

既５巻/揃本体7,250円+税  小学館  小中学 教科書
●小学上級　●中学　●高校　
●社会・読書活動　NDC913 別刷注文書61頁

●小学初級・中級・上級　●教師・PTA　＊附則９条図書
●国語・社会　NDC933 別刷注文書80頁

●高校　●教師・PTA・一般
●国際理解・社会　NDC945 別刷注文書19頁

●小学上級　●中学　●高校　●教師
●国際理解・社会　NDC900 別刷注文書44頁

少年が見た戦争／こわされたまち／戦火のあとで

超ロング アンナの赤いオーバー●よい絵本（27回）・厚生労働省児童福祉文化賞奨励賞／
ロング オットー～戦火をくぐったテディベア～●厚生労働省社会保障審議会推薦／ほか
＊『せかいのひとびと』はＰ21、Ｐ34にも掲載しています。

新刊 アドニスの声が聞こえる／命をつないだ路面電車／既刊パンに書かれた言葉／
ロング ぼくは満員電車で原爆を浴びた／ほか

初掲載

初掲載

●戦争の詩、児童文学、小説のアンソロジー

●“他者”を理解するってどんなこと？

●ナチスに敵視された作家が残した日記を全訳

●広島、イタリア、ポーランド…
　戦争の記憶を描く

日本では戦後 80 年を迎えるなか、世界では至るところで争いが続いています。戦
争に目を向けなければならないと思いつつも直視することは勇気がいり決して簡単
ではありません。茨木のり子、宮沢賢治、太宰治など、戦争を見つめた作家たちの
作品を集めました。

大半の戦争は、他者を受け入れないことから始まります。子どものうちから他者へ
の理解の心を養うことが大切だと思います。絵本を題材に一緒に考えてみませんか？

戦時下に密かにつづられた日記。第三帝国の下劣さ、馬鹿らしさを批判し、空襲や
迫害など戦争の中の日常を鋭い観察眼で描いたこの記録から、今わたしたちは何を
読み取ることができるだろうか。

最新刊

超ロング+ロング

新 刊
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13歳から考える戦争入門──なぜ、戦争はなくならないのか？
全１巻/本体4,800円+税  旬報社
●中学　●高校　●教師・PTA・一般
●社会・国際理解　NDC319 別刷注文書38頁

●戦争をとめるために、私たちが学ぶべきこと

なぜ、ウクライナや中東で戦争が起きているのか。第一次大戦後から 100 年で 70
以上起きている戦争。「なぜ起きたか」「どうなったか」「世界への影響」「ふせぐた
めの取り組み」を図解、MAP、チャートで解説。

楽しい調べ学習 戦争はなぜ起こる？ どうすれば防げるのか？
全１巻/本体3,500円+税  PHP研究所
●小学中級・上級　●教師
●国際理解・道徳　NDC329 別刷注文書76頁

●国際社会のしくみとルールを知っておこう！

「戦争は違法」とされている国際社会で、なぜ戦争は起こるのか？ どうすれば防げ
るのか？ 国際社会のしくみやルールを解説。

NCLオリジナル 平和と戦争を考える本2025

教科書に出てくる「今、世界はあぶないのか？」

全12巻/揃本体21,900円+税  NCLオリジナル

全６巻/揃本体9,000円+税  評論社  小学教科書

●小学中級・上級　●中学　●一般
●社会・総合　NDC319 別刷注文書８頁

●小学中級・上級　●中学　●教師・PTA
●国際理解・総合学習　NDC933 別刷注文書79頁 今、世界はあぶないのか？ 争いと戦争／貧困と飢餓／差別と偏見／ほか

●ノーベル平和賞を受賞した
　日本被団協の本や
　ウクライナの作家の本など、
　平和と戦争を考える本を
　選りすぐりました

●世界の「今」を見つめ分かりやすく説く絵本

日本被団協の初代事務局長・藤居平一の生涯を描く
『まどうてくれ』、少女の目を通して戦争を描いた「言
葉のない絵本」『イエローバタフライ』、命を狙われ
つつも児童文学作家が密かにつづった日記『ケスト
ナーの戦争日記 1941 － 1945』、なぜ戦争はなくな
らないのかを問う『ピースフル・プラネット なぜ
戦争が起きるの？』など、戦争を問い、平和を探る本。

戦争って何だろう？ どうして起こるの？ どうしたらやめられるの？ 
子どもたちに出来ることは？ を考えます。

過去と現在を考え、
平和を未来に
引き継ぐために

戦争って何だろう？

  どうして起こるの？

    どうしたらやめられるの？

      子どもたちに出来ることは？

初掲載
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地政学でわかるわたしたちの世界
全１巻/本体2,900円+税  評論社
●小学中級・上級　●中学　●高校　●教師・PTA・一般
●国際理解・社会　NDC301 別刷注文書80頁

●地理で読み解く!!

世界の情勢を理解するために役立つ、現代の地政学の大事なポイントを紹介。各国
の豊かな歴史や、そこに暮らす人々、そして世界の地理を知ることのできる１冊で
す。小学校中級から大人まで読み応え充分の内容です。

地図でわかる 世界の戦争・紛争
全３巻/揃本体8,100円+税  汐文社
●小学上級　●中学　●高校　
●社会・国際理解　NDC319 別刷注文書61頁

①ヨーロッパ・アメリカ～ウクライナ紛争、キューバ危機ほか／②中東・アジア～湾岸
戦争、アフガニスタン紛争ほか／③アフリカ～ソマリア内戦、コンゴ動乱ほか

●ウクライナ危機から平和を考える

日本国内は平和であると感じられる第二次世界大戦後も、世界の各地で、悲惨な戦
争・紛争が起き続けている。地図と、豊富な写真を用いて、争いの現状と原因をわ
かりやすく説明するシリーズ。

調べ学習に役立つ 地球と平和を守る 国際条約
全３巻/揃本体8,400円+税  汐文社
●小学中級・上級　●中学　
●社会・道徳　NDC319 別刷注文書60頁

①【平和】核兵器禁止条約・化学兵器禁止条約 ほか／②【環境】生物多様性条約・パリ
協定・世界遺産条約 ほか／③【人権】子どもの権利条約・人種差別撤廃条約 ほか

●世界の国々が協力して地球の未来を守る

「子どもの権利条約」「生物多様性条約」「核兵器禁止条約」など、ニュースに出て
くる国際条約や取り決めについて、日常生活にも影響があることを学び、「自分ごと」
として行動できるようになるための調べ学習ガイド。

狙われた国と地域
全４巻/揃本体12,800円+税  あすなろ書房
●小学上級　
●国際理解・社会　NDC209 別刷注文書15頁

新刊 ④パレスチナ／既刊①ウクライナ／②台湾／③韓国

●国際ニュースに関心をもつきっかけに

ウクライナ、台湾、韓国。誰がその国や地域を狙い、手に入れようとしているのか、
分かりやすく解説。また、その国の文化や歴史、子どもたちの日常生活についても
紹介します。平和について考えるためのシリーズです。

せんそうがおわるまで、あと２分
全１巻/本体1,800円+税  合同出版
●小学中級・上級　●中学　●教師・PTA・一般
●読書活動・道徳　NDC933 別刷注文書31頁

●実際の出来事から着想を得て作られた絵本

いよいよ戦争をおわらせる 11 月 11 日 11 時、その時までジュールとジムは戦場へ
出向くことを命じられます。そして──。

紛争・迫害の犠牲になる難民の子どもたち
全１巻/本体2,800円+税  合同出版
●小学上級　●中学　
●社会・国際理解　NDC360 別刷注文書31頁

●UNHCRが伝える、世界に広がる難民危機

なぜ、子どもたちは難民になり、住んでいた場所から逃げ、家族と離ればなれになっ
てしまうのか、そして、避難先での暮らしは安全なのか。紛争・迫害によって奪わ
れるものと、いま世界に広がる危機を伝えます。

新 刊
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平和学習に役立つ 長崎の原爆を学ぶ写真絵本
全２巻/揃本体3,200円+税  大月書店
●小学初級・中級・上級　●教師
●国際理解・総合　NDC913 別刷注文書22頁

火のトンネル／赤いボタン

●平和学習に役立つ、長崎の原爆を学ぶセット

長崎市立銭座小学校６年生たちが毎年、原爆について学び描いてきた絵画制作『火
のトンネル』を紹介。長崎の被爆者・竹下芙美さんは、長年被爆品や遺骨を収集し
てきました。被爆品に託した芙美さんの願いとは。

絵で見てわかる 核兵器禁止条約ってなんだろう？
全１巻/本体3,800円+税  旬報社
●小学上級　●中学　
●平和教育・国際理解　NDC329 別刷注文書38頁

●各国が互いに協力し、支えあい、平和をつくる

平和はどうやってつくるのだろう？　核兵器被害の実態、世界各国が取り組んでき
たこと、条約が法的な効力をもったプロセスまで、厳選 31 テーマをイラスト・写
真で解説。

はだしのゲン コミック版はだしのゲン 愛蔵版
全10巻/揃本体8,000円+税  汐文社全10巻/揃本体15,000円+税  汐文社
●小学中級・上級　●中学　●高校　●一般　　
●現代社会・道徳　NDC726　 別刷注文書62頁

●小学中級・上級　●中学　●高校　●一般　
●現代社会・道徳　NDC726 別刷注文書62頁

●厚労省推薦図書●全国SLA選定「基本図書」愛蔵版　はだしのゲン2・6・7巻／ほか

●反原爆・反戦平和の願いを込めて、
　中沢啓治が伝えたいことを受け継ごう！

◎「はだしのゲン」は、映画やアニメ、ド
ラマにもなるとともに、26カ国語以上に翻
訳された反戦平和漫画の金字塔。原爆・放
射能の恐ろしさを中沢さんが遺した平和漫
画で受け継ごう！───── ●ＮＣＬの会

超ロング 超ロング

生きて、生きて、
生きぬいちゃる

わい！

オーストリアマンガ
文学家協会

「黄金の風船賞」
受賞

図書館用堅牢製本

水木しげる 戦記漫画名作コレクション わすれないヒロシマ・ナガサキ
全３巻/揃本体6,000円+税  汐文社 全２巻/揃本体7,000円+税  新日本出版社
●小学上級　●中学　●高校　
●社会・読書活動　NDC726 別刷注文書63頁

●小学上級　●中学　●高校　●教師・PTA
●社会　NDC210 別刷注文書52頁

水木しげるの体験／戦場の悲劇／平和への願い 原爆はなぜ落とされた／核兵器のない世界へ　＊2025年５月上旬刊行予定

初掲載 初掲載

●戦後80年 壮絶な戦争体験と平和への想い ●戦後80年！ 核兵器はもういらない！

『ゲゲゲの鬼太郎』などの妖怪マンガで知られる水木しげるが、その壮絶な戦争体
験を元にえがいた、戦記漫画の名作・傑作を３冊にまとめました。子どもたちに、
戦争と平和への想いを語りかける、貴重なエッセイも収録。

唯一の戦争被爆国日本。どうして原爆は作られ、ヒロシマ・ナガサキでなにが起き
たのか、わすれないことが核兵器を無くしていく力になります。核兵器廃絶を願う
被爆者の声がノーベル平和賞になり、道筋を照らします。

最新刊 最新刊
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ホロコーストを生きぬいた６人の子どもたち
全１巻/本体1,800円+税  合同出版
●小学中級・上級　●中学　
●社会・道徳　NDC360 別刷注文書31頁

●ホロコーストの悲劇を繰り返さないために！

ホロコーストと呼ばれるこのできごとを生きぬいた６人の子どもたちがこのような
悲劇を起こさないためにはどうすればよいのか、物語の中で教えてくれます。

シリーズ戦争 子どもたちの綴った戦争体験 
全５巻/揃本体17,500円+税  新日本出版社
●小学中級・上級　●中学　
●社会・総合　NDC210 別刷注文書51頁

●敵は鬼畜米英！　子どもも勝つまで戦う時代

いまこそ知りたい！ 沖縄が歩んだ道
全３巻/揃本体8,100円+税  汐文社
●小学上級　●中学　●高校　
●社会　NDC219 別刷注文書58頁

①琉球・沖縄の歴史／②沖縄に残る戦争遺跡と米軍基地／③世界遺産になった沖縄の文
化と自然

●本土復帰50年を経て、今あらためて
 沖縄と戦争の歴史を知る

トコちゃん物語 いつも空があった 加藤登紀子自伝─誕生・青春編
全１巻/本体1,600円+税  合同出版
●小学上級　●中学　●高校　●教師
●読書活動・社会　NDC916 別刷注文書31頁

初掲載

●どんな時も、生きるために堂 と々行動する！

戦後の吹き荒れる時代の中で、歌手になり、運命の人と出会い、自由をつかんでい
く加藤登紀子の物語。今を生きる子どもたち、若い人たちに贈ります。

新 刊
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戦争が終わった昭和20年８月15日から今年で80年を迎えます

いまや戦後生まれの人口が約９割となり、うすれていく戦争の記憶の記憶の継承が求められてい

ます。その中での昨年の日本被団協のノーベル平和賞の受賞は象徴的でした。

いままた、世界は戦火の中で核による威嚇を繰り返す国や、核・ミサイル開発を加速させる国が

現れています。私たちも何度でも、唯一の被爆国として、核の恐ろしさを繰り返し世界に発信し

ていった被団協に学び、未来のために「平和を継承」して

いかなくてはなりません。

◀P15『NCLオリジナル　平和と戦争を考える本2025』から
『被爆者からあなたに−いま伝えたいこと』（岩波書店）


